
文化芸術活動に関するアンケート調査結果

【目 的】愛知県で文化芸術に携わる方の新型コロナウイルス感染症の影響、現状の活動状況、

課題等についてアンケート調査を実施し、今後の施策の検討資料とする。

【期 間】2021年11月1日～2021年11月30日（インターネット調査、郵送）

【対象者】愛知県に居住または活動拠点を持つ文化芸術関係者（個人、団体・施設）

【回答数】42６件（個人23４件、団体・施設191件、無回答1件）

課

（全体版）



名古屋市内, 
41.6%

県内（名古屋市
以外）, 51.9%

県外（複数選
択有）, 6.5%

個人, 54.9%

団体, 44.8%

無回答, 0.2%

１ 「個人」、「団体・施設」のどちらとして回答
されますか。

２ 居住地（所在地）を教えてください。

３ 主な発表・活動場所を教えてください。

名古屋市内, 
53.0%

県内（名古屋
市以外）, 
24.7%

県外（複数選
択有）, 19.9%

海外, 2.4%

名古屋市内, 
38.8%

県内（名古屋
市以外）, 
53.2%

県外（複数選
択有）, 8.0%

〔個人〕

〔団体〕
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４（「個人」の方のみ）年齢を教えてください。
20歳未満, 0.9%

20 30歳未
満, 3.4%

30 40歳未
満, 5.1%

40 50歳未
満, 10.3%

50 60歳未
満, 20.9%

60 70歳未
満, 23.5%

70歳以上, 
34.2%

未回答, 1.7%

男性, 53.0%
女性, 44.9%

未回答, 2.1%

５（「個人」の方のみ）性別を教えてください。

6 （「個人」の方のみ）主要な収入を得ている雇用形態を
教えてください。

特定非営利活動
法人, 49.2%

社団法人・財
団法人, 13.6%

株式会社・有限会
社等, 13.1%

法人格を持た
ない任意団体, 

2.6%

その他, 20.4%

未回答, 1.0%

７（「団体・施設」のみ）団体等の形態を教えてください。

個人事業主・
フリーランス, 
45.7%

経営者、年金生
活、無職、ボラ
ンティア、主婦
等, 13.7%

教員（正規）, 
12.4%

非正規の常用
雇用者, 12.4%

正社員・正職
員, 5.6%

その他, 10.3%
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音楽, 27.2%

美術, 20.4%

舞踊, 9.2%生活文化, 7.7%

伝統芸能, 6.8%
文学, 6.3%
演劇, 6.3%

写真, 1.9%

芸能, 1.6%
, 0.7%

メディア芸術, 0.2%
, 0.2%
その他, 8.5% 未回答, 2.8%

８ 文化芸術活動の分野について教えてください。

1年未満, 1.2%
1 5年, 5.2%

5 10年, 
5.4%

10 15年, 
4.5%

15 20年, 
5.9%

20年以上, 
77.2%

未回答, 0.7%

９ 文化芸術活動の活動年数を教えてください。

10 文化芸術活動の業務内容・形態を教えてください。

文学、美術、書道
等の作品創作・発
表, 28.3%

音楽や舞台芸術、
映画等の出演, 
26.2%

施設運営業務
（ホール・劇場
等）, 19.4%

教育研究業務（指
導者、研究者等）, 

8.9%

音楽や舞台芸術、
映画等の作品創作, 

7.9%

企画制作業務（ﾌﾟﾛ
ﾃﾞｭｰｻｰ等）, 3.1%

その他, 1.0% 未回答, 5.2%

文学、美術、書道等
の作品創作・発表, 

41.5%

音楽や舞台芸術、映
画等の出演, 28.2%

教育研究業務（指導
者、研究者等）, 

10.7%

音楽や舞台芸術、映
画等の作品創作, 9.4%

企画制作業務（ﾌﾟﾛﾃﾞ
ｭｰｻｰ等）, 3.4%

施設運営業務（ホー
ル・劇場等）, 2.1%

技術提供業務（照
明、音響、舞台等）, 

0.9%

その他, 0.9% 未回答, 3.0%

〔個人〕

〔団体〕
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0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

ほぼそうである（75 100％）

半分以上そうである（50 75％）

半分に満たない（25 50％）

ほぼそうでない（0 25％）

未回答個人 団体

11 収入に占める文化芸術活動の割合を教えてください。

12 文化芸術活動の「広報手段」を教えてください。（複数選択可）
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

チラシ・ポスター

SNS

ウェブページ

新聞・雑誌

テレビ・ラジオ

動画サイト

その他

広報手段はない
個人 団体

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

中止等で文化芸術活動の収入減
発表機会無く、準備（練習）中心

将来の仕事の見通し立たず
感染症対策経費の増加

オンラインなど従来と異なる活動
文化芸術活動以外の活動で生計維持

文化芸術活動の継続を断念
文化芸術活動の仕事が増

健康状態の悪化等による活動断念
特にない
その他

個人 団体

13 新型コロナウイルス感染症の影響による環境変化につい
て教えてください。（複数選択可）

14 新型コロナ前（2019年度上期）と比べた、2021年度上
期の文化芸術活動の状況を教えてください。

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%
個人 団体
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15 文化芸術活動を行う上で困難に直面した際に、相談する
先はどちらですか。（複数選択可）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家族・友人

専門的な知識を持った知人・友人

行政窓口（県・市文化財団含む）

相談先はない

その他 個人 団体

16 文化芸術活動をオンラインで配信したことがありますか。
0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

新型コロナ前から配信している。

新型コロナ対策として配信を始めた。

配信したことがない。

未回答

個人 団体

17 文化芸術活動のオンライン配信について、どのようにお
考えですか。 0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

アフターコロナも含め、今後は必要なツール

オンライン配信に取り組むつもりはない。

あくまで補助的なツールであり、できれば使
用したくはない。

新型コロナウイルス感染症の影響があるうち
は必要

その他 個人 団体

18 過去に助成申請を行ったことはありますか。

ある, 
47.0%

ない, 
52.1%

未回答, 
0.9%

ある, 
68.1%

ない, 
31.9%

〔個人〕 〔団体〕
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19 (18で「ある」の方）コロナ禍以降、活用した支援策
を教えてください。（複数選択可）

0 20 40 60 80 100

文化庁の支援制度（文化芸術活動への継続支援事業等）

愛知県文化活動事業費補助金（愛知県）

経済産業省の支援制度（持続化給付金・月次支援金等）

愛知県文化芸術活動応援金（愛知県）

市町村の支援制度（助成金等）

その他の支援策や制度
愛知県芸術劇場の施設利用料金50％減免、又は新型コロ
ナウイルスによるキャンセル料金の全額還付（愛知県）

愛知県中小企業者等応援金（愛知県）

クラウドファンディング
個人 団体

20 (18で「ない」の方）助成申請を行ったことがない理由
を教えてください。（複数選択可）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

助成についての情報を知らない。

助成は必要ない。

手続きの手間が大きい。

申請書の書き方がわからない。

その他 個人 団体

21 文化芸術活動を行う上で、あると良いと思う支援策を
教えてください。（複数選択可）（件）

（件）

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

文化芸術活動についての助成金

文化芸術活動に関する情報発信等

文化芸術活動を活かした機会づくり
（公募、コンテスト等）

人材育成・後継者育成への支援

発表・練習等を行う施設の情報

オンライン展開のための支援

人的ネットワークづくりの支援

観光・福祉・教育・産業等との連携

専門分野に関する業務や仕事の紹介

支援策に関する相談・情報提供

文化芸術活動についての相談窓口

特に支援の必要はない

その他

個人 団体

6



22 今後、県が取り組むべき課題について（３つまで選択可） 【文化芸術関係者の主な声】
〔助成制度〕
○助成金の支援制度の継続・充実（コロナ影響からの回復には継続的な支援が必
要、文化芸術に関する補助金が減額されている）
○制度改善（事業に併せ運営助成が必要、企画制作・マネジメント等の人件費、
文芸費、出演者報酬、材料購入費、申請の代行費用も助成対象に）
○公共施設の減額継続、稽古会場の借用申請の受付時期の前倒し
○支援に感謝、一方で制度が複雑で限定的、過度な書類提出を求めない
○支援対象が偏らない様に慎重に決めてほしい

〔新型コロナウイルス感染症の影響〕
○コロナ対策にかかる負担増（経費増、収入減、赤字前提の公演実施、業務量
増、終演時間制限、客数減による収入減、経済が回復するまで持続的な支援を）
○練習会場の確保困難（密を避けるため広いスペース確保・練習回数増、通常と
異なる稽古場利用による経費増、安定的な稽古困難）
○委託側の予算減による、受託金額・契約期間の見直し
○会場費負担（公演中止でも会場費満額）や準備経費の負担（案内物の作成・発
送に伴う出費がある一方、展覧会中止により収入無し）
○オンラインでの業務量増による収入増

〔今後取り組むべき課題〕
○教育現場において文化芸術活動への関心を高めるための活動、未来を担う子供
達が、本物の音楽・美術などに接する機会の確保
○県内の多くのアマチュアや、文化芸術活動で生計を立てているプロへの財政的
な支援
○県外・国外の作家の招待に併せ、次世代を担う地元地域の若き芸術家の育成、
発表場所の確保
○市町村の文化団体・会場への支援を通じた発表機会の確保
○発表するホールが少なく、抽選のため会場確保が困難、中規模で設備の充実し
た施設のホール、文化活動施設の充実を期待
○古来より伝わる文化・文化財への支援、時間を要する伝統文化の伝承への支援
○愛知は文化芸術振興のため様々な分野を連携し取り組んでいる、今後も継続的
な支援を期待

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子どもの文化芸術活動の充実

文化芸術を担う人材の育成

伝統芸能や文化財等の継承と発展

世界に創造・発信する愛知からの文化
芸術

様々な分野や主体との連携・協働の推
進

愛知芸術文化センター等を拠点とした
芸術創造の展開

高齢者、障害者等の文化芸術活動の充
実

愛知の文化資源等を活かした地域力の
向上

その他

個人 団体
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